
＿ 8 ＿ ＿ 9 ＿

本発表では、カズオ・イシグロの標題作を取り
上げ、初の短篇集形式によるこの最新作を「話の
寄せ集めではなく、一つの物語、一冊のアルバム
として読んでほしい」と述べた作者の短篇集構想
の意図を探り、これが長篇創作に疲れた作者の単
なる息抜きの作品ではなく意欲作であることを論
じた。
第4作『充たされざる者』出版直後の評価が芳
しくなかったとき、イシグロは、これは自分の最
高傑作でありこの作品で自分は遂に快心のスタイ
ルを構築したと述べ、その後も、自分は作品ごと
に新しい自分の「声」を見つけ、違った形を作り
出すよう意識していると繰り返し述べている。こ
の一作ごとに新たな創作の可能性に挑もうとする
イシグロの意欲が、第7作目に「声」を与え、短
篇集という形を誕生させたのである。
さて、イシグロの新たな「声」であるこの短篇
集には、作者のこれまでの作品と共通のテーマが
流れている。夢や理想と現実のはざまで生き方を
模索する人間の苦悩の容認をテーマとするイシグ
ロの姿勢は、『夜想曲集』でも一貫している。5篇
の登場人物達は、「ありたい自分とそうではない
自分」の違いに悩み、その苦悩から抜け出そうと
模索し、行く手が見えぬまま現実との折り合い
をつけ自分を納得させている。副題の「夕暮れ」
は、自分の理想や現実とのギャップ、自分の可能
性への期待とそれを裏切る結果とのギャップ、才

能と努力とのギャップ、自己と他者との現実認識
のギャップという、人生において我々が限りなく
味わい続ける「隔たり」、充たされない思いを象
徴している。　
注目すべきは、イシグロが5篇の人物達の年齢

層を書き分け、人の一生の流れを浮かび上がら
せ、それによって短篇集『夜想曲集』に「連続
性」を与えている点である。確かに「夕暮れ」と
いう言葉から「人生のたそがれ」を連想すること
は可能であるし、第1話の邦題も『老歌手』では
あるが、イシグロの視線は、人生の終盤にある人
間だけに注がれているのではない。そもそも、第
1話の原題の“Crooner”という語は、「老い」の
意味を含まない。イシグロは、5篇に20代、30代、
40代、50代、60代の人物を配し、人が夢や理想と
現実との折り合いをつけながら生きる姿を、人の
一生のスパンで捉えている。
以上発表前半では、5篇全体のテーマに連続性

があることを例証し、後半では、『夜想曲集』の
構成の連続性に言及した。
これまでの作品同様、『夜想曲集』にも、副題

の「音楽」のモチーフが活かされており、時代背
景や親子の絆や人物の心情等を直截に読者に訴え
る音楽の効果や、人の出会いの契機となる音楽の
効果や、人と人との共感の源にも相克の要因とも
なる音楽の効果が用いられている。しかし、『夜
想曲集』に特有なことは、「音楽」がバックコー
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れを考慮すれば、完成されたはずの舞台からこぼ
れ落ちる種々雑多なものに意味を求めるのは、伝
統的な社会の枠からはみ出た余剰として、排除し
たり格下におかれたりしてきたものの復権をめざ
すことであり、それは西欧形而上学に異を唱える
ことと同義である、と言う。完成された全体とし

て存在するはずの劇の枠組みをナラティヴ戦略を
用いて撹乱したウルフのその視線の先に、伝統的
な西欧社会のあり方、現実のひとつのヴァージョ
ンに過ぎないものを絶対化・固定化してきた社会
に対する懐疑があった可能性は否めないだろう。
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Iris  Murdochが好きな作家を挙げるとき、多
くの場合その一人に George  Eliot（1819-80）の
名前がある。発表者は生年、活躍の時代に百年
の開きがある二人の作家の比較を試みるなかで、
Pricilla  Martinが二人の作家の信念・信条につ
いて述べている一文に出会う。‘For  both,  the  

basis  of  morality  is  the  strenuous  attempt  to  

surmount  one’s  natural  egotism  and  to  believe  

in  the  equal  and  different  being  of  others.’
ⅰ
本 

発表は Eliotの四作目の小説である The  Mill  on  

the  Floss（1860）の主人公Maggie  Tulliverと、
Murdochのやはり四作目の小説である The  Bell

（1958）の Dora  Greenfieldという若い女性た
ちの道徳的覚醒の場面に焦点を当てて、彼女た
ちの道徳的成長を検証することにより Eliotと
Murdochの道徳観を考察するものである。
二つの作品にはMaggieと Doraが物語の中で

それぞれに啓示を受け、進むべき道の正しい方向
を見出す場面が描かれている。The  Mill  on  the  

FlossでのMaggieの場合は従妹の婚約者 Stephen

と二人きりでボート遊びに出かけたフロス河
で、ボートが流されて帰れず駆け落ち状態になる
場面でのことである。このまま駆け落ちを促す

Stephenに対して、Maggieは夜明けとともに精
神の覚醒をもたらす夢を見る。一方の The  Bell

では Doraがインバーで集団生活を送る夫の元か
らロンドンへ逃げ帰る。しかしナショナルギャラ
リーで Gainsboroughの肖像画から啓示を受け、
現状を変えるためにはインバーに戻らなくてはな
らないという決心をする場面である。

Maggieは夢に現れた兄 Tomと従妹 Lucyの姿
に大切な人びとを裏切ることはできないと思い至
る。その時彼女が思い出したのは、Eliotが伏線と
してMaggieに読ませておいた Thomas  a  Kempis

の本の言葉、「わたしたちの心の中の神の声に従
う」だった。Maggieは Kempisの言葉である「自
己放棄」や「放恣なる愛は滅ぶ」ことに目覚める
のである。先行研究の多くにこの作品はMaggie

の Bildungsromanとの見方があることに加えて
Avrom  Fleishmanが「中産階級市民の小説」であ
ると評するが、まさにヴィクトリア朝ミドルク
ラスの道徳観の中で生きる人びとを描く Eliotは
Maggieを当時の倫理規範から外すわけにはいか
ない。物語前半では自分の感情が抑えられず少々
奇妙な行いをするものの、読書好きで知的な少
女として描かれるMaggieが Kempisの言葉から
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ラスとなって5篇の進行を司り、登場する歌の歌
詞のメッセージが、第1話から第2話へ、或いは第
1話から第4話へと物語を繋ぎ、5篇に「連続性」
をもたらしている点だ。
さらに『夜想曲集』の構成には、「季節」と

「場所」の循環と共に、第5話から第1話へと戻る
ような「語り」の循環の周到な設定があり、5篇
は、時と場所を超えて繰り返され連続する物語と
なり、5篇の人物像は、人の一生のある時ある場
所での姿であると同時に、どこの誰の姿でもあり
得る仕掛けとなっている。

イシグロは、5人の語り手を配した短篇5篇に、
連続性と循環性を編み出し、物語全体の普遍性を
浮かび上がらせている。短篇集『夜想曲集』は、
「一人の語り手によって一人の人間が生きた時間
と場所という限られた時空で語られる物語」の
「枠」を超えることを試みたイシグロの意欲作で
ある。そして、その意図どおりに、テーマの一貫
性と構成の連続性を持つ5話5曲からなる「一冊の
アルバム」となっている。　
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